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• 岡崎市出⾝。千葉大大学院で市⺠参
加による住まい・まちづくりを学ぶ。

• 2006年、NPO法人岡崎まち育てセン
ター・りたを設⽴し、事務局⻑を務
めた（国土交通大臣賞を受賞）。

• 専門は市⺠参加による公共空間計画
や地域マネジメント。博士（工学）。
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三矢 勝司

【市⺠活動の資⾦⽀援に関連する実績】
・世田谷まちづくりファンド評価研究1999
・豊明市市⺠協働推進委員会・委員⻑2011-
・岩倉市市⺠活動助成⾦審査委員会・委員⻑2012-
・⼀宮市市⺠活動⽀援制度・委員2014-
・（豊田市）ミライのフツーチャレンジコンテスト・実⾏委員⻑2015
・（名古屋市）まちづくり基⾦運営委員会・委員2016-

新世紀岡崎チャレンジ100
－申請数112、採択93＝大小200を超えるイベントが各地で展開

新世紀岡崎チャレンジ100の質的成果

①100の市⺠プロジェクトに上限100万。
総額1億円を市⺠に投資＝インパクト大

②新しい社会的活動の担い手との出会い
（10年間の活動⽀援歴の外側 ※後述）

③眠っていた地域資源が覚醒
（⽇の目を⾒なかった土地建物が再⽣）
（現役世代、学⽣らの社会参加）



新世紀岡崎チャレンジ100の成果要因

①充実した説明会（市内で全６回）
②地元中間⽀援組織によるサポート
・申請時、決算時の事務サポート
・実施団体の⽀援
（独自のネットワークを活⽤）
（現地訪問で正しく情報把握）

・団体同士の交流促進（全５回）

①膨大な数のイベント（全200以上）
②多様な担い手
・市⺠活動団体 50
・地縁系組織 16
・企業や専門家等 14
・教育機関、学⽣ 10

要因

量的
成果 全体の3割弱が

新しい勢⼒

チャレンジ
100事務局

愛知県ヒアリングに関する疑問

基礎自治体の市⺠活動助成⾦制度に応募する団体の
数が減っている（ところが散⾒される）

①【 県 】市⺠活動に対する資⾦的⽀援の必要性が
減少している︖

②【三矢】市⺠活動の担い手のニーズの変化に対応
していない︖（→変化対応をする必要性 ※後述）

③【三矢】市⺠活動の担い手が知らないのでは︖
（→周知手段、アウトリーチ手法の改善）

ニーズの変化に関する私⾒

①市⺠活動の担い手の基本パターン（⼦育てが終
わった⼥性、会社を退職した男性）
→引き続き活動をしているが、高齢化で活動が衰

退する団体も散⾒される。

②新しい市⺠活動の担い手（⼦育て中の助成、プロ
ボノ系男性）
→相談窓口の柔軟性（開設時間の柔軟性）
→共働きが多数派となった今、バイト代程度は出

したい（人件費に使える助成⾦は少ない）
→相談員の多様性（世代や属性）が必要。

モリコロ基⾦にお世話になった⾝として

①助成総額が大きく（年間1億円）、有名。

②少額助成⾦（5万、10万）なら、基礎自治体が
やっている。
→50万、100万、500万といった事業型ＮＰＯで

も申請したくなる助成⾦額設定が有⽤。

③相談員が優秀（活動者の目線）。



論点提起①

事業化⾄上主義︖︕
・コミュニティビジネス、ソーシャル
ビジネスの促進は大事だが、全てがそ
れで解決するわけではない。

・「⼆次顧客論（受益者であるホーム
レスから資⾦調達ができないので、助
成⾦や⾏政からの⽀援が必要）」から
すれば、受益者から資⾦調達できない
活動もあることを織り込んでおくべき。

論点提起②

多様な助成財団を用意できるか︖︕
・⼀般論として、アメリカのＮＰＯの
隆盛は「多様な助成財団の存在」。

・愛知県は特に中間⽀援組織が発達。

・人権問題、エネルギー問題、マイノ
リティ問題など、⾏政が手を出しにく
く、市⺠団体から選択肢を⽤意するべ
き活動を⽀援する助成財団も必要。

論点提起③

市⺠活動はアンコトローラブル︖︕
・市⺠が答えなき問題に挑むことが宝
（市⺠活動は⾏政活動に先んじる）。

※失敗しない分野なら⾏政がやるべき。

・助成側に「現場にこそ新しい答えが
ある」というマインドが重要であり、
管理監督する姿勢は誤り。
（※会議なし、リーダーなし、でも結
果を出せる地域団体は存在する）

おしまい。


